









   
氏 名 味藤 未冴来 
学 位 の 種 類 博 士（ 工学 ） 
学 位 記 番 号 博 甲 第 ９４１３ 号 
学位授与年月 日  令和２年３月２５日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当 




主  査 筑波大学  教 授 工学博士 水谷 孝一 
副  査 筑波大学  准教授 博士（工学） 若槻 尚斗 
副  査 筑波大学  准教授 博士（工学） 海老原 格 
副  査 筑波大学  助 教 博士（工学） 善甫 啓一 
副  査 筑波大学  助 教 博士（工学） 前田 祐佳 
副  査 筑波大学  教 授 
（生命環境科学研究科） 
博士（農学） 北村  豊 
副  査 農研機構・動物衛生研究部門 
      研究領域長 
獣医学博士 西藤 岳彦 











 【第 2 章】では、繁殖管理に対する研究成果が示されている。熱画像情報、周囲の環境情報に対し
て回帰モデルを用いて発情による体表面温度変化が検出されている。特に豚舎環境要素として、豚の
臀部・豚舎の気温および豚舎の地域の気温を説明変数に用いているが、推定手法としては線形回帰・
Support Vector Machine (SVM)回帰・Neural Network 回帰のどの手法においても 1.4 ℃以下の誤















Cepstral Coefficients および設計特徴量を併用した場合に従来法より大幅に性能の高く、F 値として
92.8%の性能でくしゃみ分類が可能としている。これらにより、少数の音響特徴量を用いる収録環境
に依存しににくいくしゃみ音自動判別器を構築している。 







ゃみ回数をモニタリングすることで 2 種のインフルエンザウイルス株に関しては，最速で感染後 3 日
程度で感染が判断できることが推測されている。 




 以上から，第 2 章により繁殖管理に対して，第 3 章及び第 4 章により衛生管理に対しての効率化
を実現しており，これら併せて豚の飼養管理の効率化に貢献することが期待される。 
 【第 5 章】では，本研究の総括がなされている。 
 


































令和 2 年 1 月 27 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
